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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　負荷または充電装置を蓄電池に接続するための電気的差込接続部であって、
　差込部分とソケット部分とを有し、
　該電気的差込接続部の蓄電池側の部分はトランスポンダ（１５）を有し、該トランスポ
ンダ上に、該蓄電池の識別に適したデータが記憶されている形式のものにおいて、
　該トランスポンダ（１５）は、所定の蓄電池電圧に関する該電気的差込接続部の符号化
を行うための符号化ピン（４′）に設けられており、該トランスポンダ（１５）は、前記
符号化ピン（４′）の差込面と反対側の端部に設けられた切欠部（１４）に材料結合的に
挿入されていることを特徴とする、電気的差込接続部。
【請求項２】
　前記電気的差込接続部の充電装置側の部分は、前記トランスポンダによって記憶された
データを読み出すための読取り装置を有する、請求項１記載の電気的差込接続部。
【請求項３】
　請求項１または２記載の電気的差込接続部のための符号化ピン（４′）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、負荷または充電装置を蓄電池に接続するための電気的な差込接続部と、蓄電
池の識別方法とに関する。差込部分とソケット部分とを有するこのような差込接続部は、



(2) JP 4852103 B2 2012.1.11

10

20

30

40

50

たとえばＥＰ８２１４４４Ｂ１から公知である。これはとりわけ、フォークリフト等の電
動構内搬送用車両の蓄電池と該電動構内搬送用車両の駆動用の制御装置ないしは調整装置
との間で電気的な接続を形成するために使用されるか、または、このような蓄電池と、充
電パラメータおよび充電特性をその時点の蓄電池に適合するための制御装置ないしは調整
装置を有する蓄電池用の充電装置との間に電気的な接続を形成するために使用される。
【０００２】
　車両タイプおよび用途に応じて、電動構内搬送用車両では異なる型式の蓄電池が使用さ
れる。たとえば、乾式蓄電池、ゲル蓄電池または湿式蓄電池等が挙げられる。
【０００３】
　このような蓄電池の性能および寿命を最大限にするためには、たとえば型式、定格電圧
、容量、余剰充電量、経時期間、充電サイクル数等の固有のパラメータに依存して、固有
の放電特性によって該蓄電池の放電を行い、固有の充電特性で再充電しなければならない
。
【０００４】
　たとえば構内搬送用車両の場合には走行制御部である最近の負荷制御部では、蓄電池履
歴を記憶することができる。このような記憶されたデータは、充電取出し、または加速度
値または最大速度値の変化による電気エネルギーの戻り等のパラメータをその時点の蓄電
池履歴に適合するために使用される。
【０００５】
　蓄電池履歴はさらに、蓄電池の適切なレンタルコストを求めるためにも重要である。そ
の理由は、蓄電池の耐用期間および平均寿命に関しては全動作期間または全充電サイクル
数だけでなく、放電状況または充電状況も重要であるからだ。
【０００６】
　ＥＰ８２１４４４Ｂ１に記載の電気的差込接続部は、次のような符号化ピン、すなわち
、負荷側または充電装置側の差込部分に、蓄電池に適した電圧が発生した場合のみ、差込
部分およびソケット部分の差し込みを許可する符号化ピンを有するが、オペレータは、存
在する蓄電池に関して偶然得られた知識またはたとえば車両に存在するこのような蓄電池
の情報に基づいて、放電特性および充電特性の選択を行わなければならない。それゆえ実
際には、放電特性または充電特性の適合に払われる注意は僅かとなるのが普通であり、こ
のことは、蓄電池の性能および寿命に対して問題となる。
【０００７】
　さらに、たとえば蓄電池のレンタルまたはリース時、または蓄電池を含めた車両のレン
タルまたはリース時には、使用コストを精算する基礎となるのは、蓄電池ないしは車両の
使用期間のみである。しかし、特別な動作状態、とりわけ、充電時または放電時の蓄電池
の過放電または過度に高い温度等の許可されていない動作状態を考慮するのが望ましい。
【０００８】
　したがって、本発明の基礎となる課題は、電気的差込接続部と蓄電池の識別方法とを提
供することである。
【０００９】
　前記課題は装置の側面では、請求項１に記載された電気的差込接続部によって解決され
る。
【００１０】
　差込接続部の蓄電池側部分はトランスポンダを有し、該トランスポンダには、蓄電池の
識別に適したデータが記憶されている構成によって、特性量の検出時に正確な同一性が重
要である場合に、その時点の蓄電池を適切な読取機器によって自動的に識別することがで
きる。
【００１１】
　本発明による電気的差込接続部の第１の重要な適用例は、蓄電池を充電装置に接続する
ことである。蓄電池を読取り装置によって一義的に識別することにより、充電特性の調整
を、該蓄電池に関して記憶されたデータに基づいて行うことができる。
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【００１２】
　この読取り装置は、最も簡単な場合には、オペレータによって操作すべきハンドヘルド
式読取り装置とすることができる。その際には、充電特性の選択および調整も手動で、上
記蓄電池に関して格納されたデータに基づいて行われる。
【００１３】
　しかし、差込接続部の充電装置側部分は、トランスポンダによって記憶されたデータを
読み出すための読取り装置を有すると有利である。充電装置が、その時点の蓄電池に最適
な充電パラメータを有するための記憶装置を備えている場合、充電装置と蓄電池との間の
接続を形成する際にこのようなパラメータを読取り装置によって読み出すことができ、充
電装置に適切な制御装置ないしは調整装置が設けられている場合には、該パラメータをそ
の時点の蓄電池に自動的に適合することができる。
【００１４】
　とりわけ異なる複数の充電装置が存在する場合、その時点の蓄電池をたとえば読取り装
置によって識別することにより、該充電装置を有する充電領域の入口に自動的に、最も適
していると考えられる読取り装置をオペレータに対して、たとえば光学的および／または
音響的な信号によって表示することができる。
【００１５】
　本発明による差込装置の別の適用例では、読取り装置は電動構内搬送用車両自体に設け
られており、特に有利には、差込接続部の駆動装置側部分に設けられている。このように
して蓄電池を一義的に識別することにより、オペレータが電動構内搬送用車両の駆動装置
の制御装置ないしは調整装置を該蓄電池に手動で適合することができる。または、読取り
装置が制御装置ないしは調整装置に結合されており、該制御装置ないしは調整装置は動作
データおよび動作履歴を蓄電池固有に記憶するためのメモリと放電パラメータをこれらの
データに適合するための手段とを有する場合、該制御装置ないしは調整装置の適合は自動
的に行われる。
【００１６】
　さらに、読取り装置と、その時点の蓄電池の履歴に関するデータを含む装置とを結合し
、該データを蓄電池の動作コストの検出に使用することもできる。とりわけ、電動構内搬
送用車両および／または蓄電池がレンタルまたはリースされる場合、その時点で識別され
た蓄電池に割り当てることにより、上記データを動作コストの自動精算に使用することが
できる。
【００１７】
　さらに、その時点の蓄電池の知識が重要であるすべての場所で読取り装置を該その時点
の蓄電池の識別に使用することも考えられる。たとえば、構内搬送用車両の駆動装置の制
御装置ないしは調整装置と充電装置の制御装置ないしは調整装置とによって取得された蓄
電池履歴に基づいて、メンテナンス計画、コスト計画および充電計画を作成することがで
きる。このような計画は識別後に自動的に呼び出され、場合によっては実行される。
【００１８】
　図面に、本発明による電気的差込接続部の実施例が示されている。
【００１９】
　図面
　図１　電気的差込接続部の重要な部分を拡大して示す斜視図である。
　図２　蓄電池側のソケット部分の電気的差込面を示す図である。
　図３　蓄電池側のソケットの符号化ピンを詳細に示す側面図である。
　図４　つなぎ合わされた状態の符号化ピンを、図３に相応する視点で見た図である。
【００２０】
　図１に示された電気的差込装置は、左側に示された機器プラグの部分と、右側に示され
た機器差込ソケットの部分とを有する。すなわち、メインコンタクトスリーブ１およびメ
インコンタクトピン２と、機器差込ソケットのコンタクト収容部分３と、機器プラグのコ
ンタクト収容部分６と、嵌合面を介して差し込み可能な機器差込ソケットおよび機器プラ
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グの符号化ピン４，４′と、機器プラグの液体／空気コンタクト部分に接続されるエアチ
ューブおよび給電線を案内するためのテンション軽減シェル５と、取り扱いを改善するた
めの機器差込ソケットまたは機器プラグに対するグリップ７と、該グリップに対するホル
ダ７′と、機器プラグおよび機器差込ソケットの液体／空気コンタクト部分８，９と、メ
インコンタクトの中央に当てつけされるパイロットコンタクトスリーブ１０およびパイロ
ットコンタクトピン１１と、機器差込ソケットに対する封止部分１２と、機器プラグに対
する封止部分１３とを有する。後者はそれぞれ、下方のロックプレート１７，１７′を有
する。
【００２１】
　たとえば充電装置または負荷に接続される機器プラグのコンタクト収容部分６には、符
号化ピン４の上方に読取り装置１８が設けられており、これによって、トランスポンダに
より記憶されたデータを読み出すことができる。この読取り装置によって読み出されたデ
ータは、その時点の蓄電池を識別して、たとえば、図中にない充電装置の充電特性を該そ
の時点の蓄電池に手動で適合するために使用されるか、または、充電装置が適切に構成さ
れている場合には自動的に適合するために使用される。
【００２２】
　付加的に読取り装置は、充電すべき構内搬送用車両が通過する場所に配置することもで
きる。このような読取り装置によって実行された識別に基づき、たとえば複数の充電装置
の中から、蓄電池の要求に最も近い充電特性を有する充電装置、または、多くの充電装置
のうちで最も近傍に存在する充電装置が選択される。この充電装置の特徴づけは、自動的
に作動化される光学的手段、たとえば照明装置等によって行われる。
【００２３】
　とりわけ、電気的差込接続部の蓄電器側の部分の符号化ピン４′が示されている図３お
よび４から認識できるように、符号化ピンには、電気的差込面と反対側の端部にスリット
１４が加工されている。このスリットにトランスポンダ１５が挿入され、注入材料１６に
よって符号化ピンと材料結合的に接続される。
【００２４】
　このような電気的差込接続部の使用は決して、ここに記載された適用例に限定されない
。むしろ電気的差込接続部は、蓄電池の自動的な識別が望ましいすべての場合に使用する
ことも考えられ、またこのように使用することは有利である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】電気的差込接続部の重要な部分を拡大して示す斜視図である。
【図２】蓄電池側のソケット部分の電気的差込面を示す図である。
【図３】蓄電池側のソケットの符号化ピンを詳細に示す側面図である。
【図４】つなぎ合わされた状態の符号化ピンを、図３に相応する視点で見た図である。
【符号の説明】
【００２６】
　１　　メインコンタクトスリーブ
　２　　メインコンタクトピン
　３　　機器差込ソケットのコンタクト収容部分
　４，４′　符号化ピン
　５　　テンション軽減シェル
　６　　機器プラグのコンタクト収容部分
　７　　グリップ
　７′　ホルダ
　８　　液体／空気コンタクト部分
　９　　液体／空気コンタクト部分
　１０　パイロットコンタクトスリーブ
　１１　パイロットコンタクトピン
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　１２　封止部分
　１３　封止部分
　１４　スリット
　１５　トランスポンダ
　１６　注入材料
　１７，１７′　ロックプレート
　１８　読取り装置

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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